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近
年
の
気
候
変
動
に
よ
り
、
想
定
外

の
自
然
災
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
大
雪
・
暴
風
等
に
備
え
て
、

必
要
な
対
策
を
講
じ
ま
し
ょ
う
。 

①
ビ
ニ
ル
ハ
ウ
ス
は
、
で
き
る
だ
け
ビ

ニ
ル
を
は
が
す
。
（
巻
き
上
げ
る
） 

②
各
施
設
の
補
強
・
補
修
・
養
生 

③
施
設
周
辺
や
飛
散
し
そ
う
な
資
材

等
の
片
付
け
・
清
掃
な
ど 

④
危
険
箇
所
や
除
雪
範
囲
の
把
握 

（
目
印
の
設
置
な
ど
） 

◆
留
意
事
項 

〇
各
作
業
や
災
害
時
の
見
回
り
等
の

際
に
は
、
安
全
対
策
を
十
分
に
講
じ
て

か
ら
、
慎
重
に
行
い
ま
し
ょ
う
。 

※
災
害
時
の
見
回
り
は
天
候
が
収
ま

っ
て
か
ら
複
数
人
で
対
応
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
、

携
帯
電
話
や
カ
メ
ラ
、
各
種
用
具
を
持

参
し
ま
し
ょ
う
。 

〇
行
政
や
各
種
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
気

象
や
災
害
の
情
報
を
随
時
確
認
し
、
早

め
の
対
応
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

〇
共
同
で
利
用
・
管
理
す
る
施
設
（
水

利
施
設
や
道
路
等
）
に
つ
い
て
は
利
用

者
間
で
よ
く
話
し
合
い
、
協
力
し
て
対

応
し
ま
し
ょ
う
。 

※※
万万
一一
にに
備備
ええ
、、
収収
入入
保保
険険
やや
農農
業業
共共

済済
なな
どど
のの
保保
険険
にに
加加
入入
しし
まま
しし
ょょ
うう
。。  

特特
にに
、、
収収
入入
保保
険険
はは
様様
々々
なな
原原
因因
にに
よよ

るる
収収
入入
減減
にに
対対
処処
でで
きき
まま
すす
のの
でで
、、
加加

入入
をを
おお
勧勧
めめ
しし
まま
すす
。。  

◆
被
災
し
た
と
き
は
・
・
・ 

・
被
害
状
況
の
写
真
を
撮
影
す
る
と
と

も
に
、
対
応
や
復
旧
作
業
等
の
状
況
を

記
録
し
た
書
類
（
作
業
日
誌
や
写
真
、

費
用
に
係
る
領
収
書
な
ど
）
を
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。 

・
被
害
規
模
が
大
き
く
個
人
で
の
対

応
・
復
旧
が
困
難
な
場
合
や
、
行
政
や

公
的
機
関
に
よ
る
支
援
制
度
を
活
用

し
た
い
場
合
、
町
に
よ
る
証
明
が
必
要

な
場
合
は
、
被
災
後
速
や
か
に
役
場
農

林
水
産
課
に
通
報
く
だ
さ
い
。
（
内
容

に
よ
っ
て
は
、
他
の
部
署
や
関
係
機
関

に
紹
介
し
ま
す
） 

・
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場
合
は
、
速

や
か
に
保
険
会
社
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。 

□
問
合
せ
先 

農
林
水
産
課 

℡ 

74-

４
４
１
１  

農農
業業
にに
おお
けけ
るる  

  
  

自自
然然
災災
害害
にに
備備
ええ
てて  

     

深
浦
町
で
は
令
和
元
年
11
月
を
最

後
に
木
造
船
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
北
西
の
季
節
風
が
吹
く
12
月
以

降
の
冬
場
の
日
本
海
に
お
い
て
、
い
つ

漂
流
・
漂
着
木
造
船
が
確
認
さ
れ
て
も

お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

も
し
、
不
審
な
木
造
船
を
発
見
し
ま

し
た
ら
安
易
に
近
づ
か
ず
、
最
寄
り
の

警
察
署
や
青
森
海
上
保
安
部
、
役
場
町

民
課
な
ど
へ
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。 

□
問
合
せ
・
通
報
先 

町
民
課 

町
民
生
活
係 

℡ 

74-

２
１
１
５ 

第
二
管
区
海
上
保
安
部 

『
海
の
も
し
も
は
１
１
８
番
』 

 

局
番
な
し 

１
１
８ 

     

漂漂
流流
・・
漂漂
着着
しし
たた  

木木
造造
船船
にに
つつ
いい
てて  
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東
北
森
林
管
理
局
は
、
国
有
林
野
の

管
理
経
営
に
皆
さ
ま
の
声
を
役
立
て

て
い
く
た
め
、
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て

い
ま
す
。 

◆
募
集
人
数 

 
 

48
名
程
度 

※
各
地
域
内
の
人
数
及
び
年
齢
・
男
女

比
等
の
均
衡
を
図
る
た
め
、
最
終
的
な

人
数
と
前
後
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
募
集
期
間 

12
月
15
日
（
金
）
～ 

令
和
６
年
２
月
16
日
（
金
）

【
当
日
必
着
】

◆
任 

 

期 

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
２
年
間 

◆
内 

 

容 

・
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答 

・
現
地
見
学
会
、
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会

議
へ
の
出
席
な
ど 

応
募
資
格
、
応
募
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
東
北
森
林
管
理
局
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

□
問
合
せ
先 

東
北
森
林
管
理
局  

企
画
調
整
課 

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
担
当 

℡ 

０
１
８-

８
３
６-

２
２
２
８  

ﾒｰﾙ 
t_kikaku@maff.go.jp 

HP  
https://www.rinya.maff.

go.jp/tohoku/ 

    

官
公
庁
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
、
建
設
業
許
可
申
請
、
所
得
税
確
定

申
告
、
金
融
機
関
の
融
資
申
込
み
等
の

た
め
、
県
税
（
法
人
県
民
税
・
法
人
事

業
税
・
特
別
法
人
事
業
税
、
個
人
事
業

税
等
）
の
納
税
額
ま
た
は
未
納
額
が
な

い
こ
と
の
証
明
書
が
必
要
な
方
は
、
次

の
書
類
等
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。 

◆
納
税
義
務
者
本
人
（
法
人
の
場
合
は

代
表
者
）
が
交
付
申
請
す
る
場
合 

①
申
請
書
（
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
記
載
例
も
掲

載
し
て
い
ま
す
） 

②
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
な
ど
写

真
付
き
の
公
的
書
類
） 

③
手
数
料
（
１
件
に
つ
き
青
森
県
収
入

   

 

グ
ッ
ト
・
ト
イ
２
０
２
３
選
定
の
良
い

お
も
ち
ゃ
が
大
集
合
！
青
森
グ
ッ
ト
・
ト

イ
委
員
会
の
良
い
お
も
ち
ゃ
も
大
集

合
！
木
の
お
も
ち
ゃ
も
多
数
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
木
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
、

木
育
の
推
進
に
も
繋
が
り
ま
す
。
来
て
、

見
て
、
触
っ
て
、
実
際
に
遊
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
！ 

◆
開
催
日
時 

12
月
17
日
（
日
） 

９
時
～
16
時 

◆
開
催
場
所 

 

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー 

（
北
金
ヶ
沢
） 

◆
入
場
料 

無
料 

□
問
合
せ
先 

青
森
グ
ッ
ト
・
ト
イ
委
員
会 

担
当
：
平
沢 

℡ 

０
１
７
２-

55-

０
８
４
４ 

℡ 

０
８
０-

５
２
２
２-

０
１
１
０ 

FAX 

０
１
７
２-

55-

０
８
４
４ 

ﾒｰﾙ 
s
i
t
o
s
u
y
a
@
k
v
f
.
b
i
g
l
o
o
b
e
.
n

e.jp 

令令
和和
６６
・・
７７
年年
度度
国国
有有
林林  

モモ
ニニ
タタ
ーー
のの
募募
集集  

県県
税税
納納
税税
証証
明明
書書
のの  

交交
付付
申申
請請
にに
つつ
いい
てて  

ググ
ッッ
トト
・・
トト
イイ
２２
００
２２
３３  

iinn

ふふ
かか
うう
らら  

証
紙
４
０
０
円
） 

◆
代
理
人
が
交
付
申
請
す
る
場
合 

前
記
①
③
の
ほ
か
、 

④
委
任
状
（
納
税
義
務
者
本
人
（
法
人

の
場
合
は
代
表
者
）
が
自
署
し
た
も

の
。
申
請
書
「
委
任
に
関
す
る
事
項
」

欄
使
用
可
） 

⑤
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
な
ど
写

真
付
き
の
公
的
書
類
） 

 

納
税
証
明
書
は
、
納
税
者
の
皆
様
の

大
切
な
情
報
を
証
明
す
る
も
の
で
す
。

窓
口
で
の
確
認
を
厳
正
に
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 郵

送
に
よ
る
交
付
申
請
も
で
き
ま

す
。
申
請
方
法
は
県
税
部
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

□
問
合
せ
先 

西
北
地
域
県
民
局
県
税
部 

 

納
税
管
理
課 

℡ 

０
１
７
３-

34-

２
１
１
１ 

 
 

（
内
線
２
０
５
） 

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

https:/
/ww

w.pref.
aom

ori.lg.j

p/soshi
ki/

soumu/z
eim

u/010_01

nouzei.html 



  
広報ふかうら（お知らせ版）③ 
    

当
調
査
は
、
お
住
ま
い
の
地
域
の
観

光
に
対
す
る
考
え
方
や
思
い
を
知
る

た
め
の
も
の
で
す
。
頂
い
た
回
答
は
、

津
軽
地
域
の
観
光
促
進
の
た
め
の
参

考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

◆
特 

典 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
回
答
い
た
だ
い

た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
、
３
か
月
ご
と

に
15
名
様
へ
津
軽
地
域
の
特
産
品
セ

ッ
ト
（
３
，
０
０
０
円
相
当
）
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
。 

※
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
は
実
施
期
間

内
で
お
一
人
様
１
回
ま
で
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

◆
調
査
期
間 

 

令
和
５
年
９
月
～ 令

和
６
年
３
月
末 

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
応

募
は
コ
チ
ラ
か
ら 

 

 

 

 

□
問
合
せ
先 

（
一
社
）C

la
n
P
E
O
N
Y

津
軽 

℡ 

０
１
７
２-

88-

６
０
９
０ 

ﾒｰﾙ 
c
p
t
s
u
ga
ru
@
g
m
a
i
l
.c
om
 

    

旅
を
テ
ー
マ
に
、
青
森
の
名
所
や
お

土
産
品
な
ど
を
紹
介
す
る
「
あ
お
も
り

旅
も
の
が
た
り
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。 四

季
折
々
の
美
し
い
景
観
と
文
化

遺
産
に
恵
ま
れ
た
青
森
は
人
気
の
観

光
地
で
あ
り
、
本
州
と
北
海
道
を
つ
な

ぐ
交
通
・
交
易
の
要
衝
と
し
て
長
い
歴

史
を
も
っ
て
い
ま
す
。 

近
世
の
旅
の
様
子
、
近
代
以
降
の
旅

行
案
内
や
絵
は
が
き
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
昭
和
30
年
～
40
年
代
の
か

わ
い
い
土
産
こ
け
し
や
貝
細
工
な
ど
、

今
で
は
あ
ま
り
見
か
け
な
く
な
っ
た

お
土
産
品
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。 

会
期
も
残
り
わ
ず
か
、
県
立
郷
土
館

の
貴
重
な
資
料
で
青
森
の
魅
力
的
な

旅
の
歴
史
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
是

非
ご
観
覧
下
さ
い
。 

町
民
の
皆
様
は
、
入
館
料
が
無
料
で

す
。 

◆
開
催
期
間 

10
月
21
日
（
土
）
か
ら 

12
月
17
日
（
日
）
ま
で 

◆
開
催
時
間 

８
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で 

◆
休
館
日 

月
曜
日 

（
月
曜
が
祝
日
の
と
き
は
翌
日
） 

□
問
合
せ
先 

歴
史
民
俗
資
料
館
・
美
術
館 

℡ 

74-

３
８
８
２ 

    

大
韓
航
空 

青
森
・
ソ
ウ
ル
線
が
令

和
６
年
１
月
20
日
（
土
）
か
ら
運
航
を

再
開
し
ま
す
。 

３
年
10
か
月
ぶ
り
の
再
開
と
な
り
、

心
待
ち
に
し
て
い
た
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
直
行
便
で
行
き
や
す
く
な
っ

た
韓
国
で
、
グ
ル
メ
や
観
光
な
ど
満
喫

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

仁
川
空
港
は
世
界
各
地
へ
の
路
線

を
持
つ
ハ
ブ
空
港
で
す
。
ぜ
ひ
、
韓
国

を
は
じ
め
世
界
各
地
へ
の
ご
旅
行
な

ど
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

◆
運
航
開
始
日 

令
和
６
年
１
月
20
日
（
土
）
か
ら 

◆
ダ
イ
ヤ 

週
３
便
（
火
、
木
、
土
）
運
航 

〇
仁
川
発 

10
時
30
分 

青
森
着 

12
時
50
分 

〇
青
森
発 

13
時
55
分 

仁
川
着 

16
時
55
分 

◆
運
航
機
材 

Ｂ
７
３
７-

８
（
１
４
６
席
） 

○
青
森
県
庁
Ｈ
Ｐ 

「
青
森
・
ソ
ウ
ル
線
関
連
情
報
」 

h
t
t
p
s
:
/
/w
ww
.
p
r
e
f
.
ao
mo
r
i
.
l
g
.

j
p
/
s
o
s
h
ik
i/
k
i
k
a
k
u
/k
ot
s
u
/
b
e
y
on

d
s
e
o
u
l
_
20
20
.
h
t
m
l 

□
問
合
せ
先 

青
森
県
交
通
政
策
課 

航
空
グ
ル
ー
プ 

℡ 

０
１
７-

７
３
４-

９
１
５
３ 

  

住住
民民
観観
光光
意意
識識
調調
査査
へへ
のの  

ごご
協協
力力
のの
おお
願願
いい  

「「
青青
森森
県県
立立
郷郷
土土
館館
・・
深深

浦浦
町町
歴歴
史史
民民
俗俗
資資
料料
館館
連連

携携
展展
」」
開開
催催
中中  

大大
韓韓
航航
空空  

青青
森森
・・
ソソ
ウウ
ルル

線線
のの
運運
航航
再再
開開
決決
定定
！！
！！  
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放
送
大
学
で
は
２
０
２
４
年
４
月

入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

放
送
大
学
は
、
Ｂ
Ｓ
放
送
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
授
業
を
行
う
正
規
の
通

信
制
大
学
で
す
。
「
大
学
を
卒
業
し
た

い
」
「
働
き
な
が
ら
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

目
指
し
た
い
」「
家
事
・
育
児
を
し
な
が

ら
学
び
た
い
」
「
リ
タ
イ
ヤ
後
の
学
び

を
楽
し
み
た
い
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

目
的
で
、
様
々
な
年
代
や
職
業
の
方
が

学
ん
で
い
ま
す
。 

詳
し
い
資
料
を
無
料
で
お
送
り
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。 

◆
放
送
大
学
の
特
徴
と
魅
力 

・
放
送
大
学
は
、
正
規
の
通
信
制
大
学

で
す
。
（
大
学
卒
業
の
資
格
を
取
得
） 

・
入
学
試
験
が
な
く
、
学
ぶ
意
欲
が
あ

れ
ば
誰
で
も
入
学
で
き
ま
す
。 

・
半
年
の
在
学
で
も
Ｏ
Ｋ
。
１
科
目
か

ら
学
べ
ま
す
。 

・
負
担
の
少
な
い
授
業
料
が
魅
力
で

す
。（
１
科
目
／
２
単
位
：
１
２
，
０
０

０
円
） 

・
受
講
か
ら
単
位
認
定
試
験
ま
で
オ
ン

ラ
イ
ン
で
で
き
ま
す
の
で
、
「
い
つ
で

も
」「
ど
こ
で
も
」、
自
分
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

・
学
習
セ
ン
タ
ー
や
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ

ー
ス
が
、
学
び
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。 

◆
出
願
期
間 

 

11
月
26
日
（
日
）
～ 

令
和
６
年
３
月
12
日
（
火
） 

※
放
送
大
学
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
の

出
願
も
で
き
ま
す
。 

□
資
料
請
求
（
無
料
）・
問
合
せ
先 

放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー 

℡ 
０
１
７
２-

38-

０
５
０
０ 

八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス 

℡ 

０
１
７
８-
70-

１
６
６
３ 

放
送
大
学
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

h
t
t
p
s
:
/
/w
ww
.
o
u
j
.
a
c.
jp
 

 

    

◆
日 

時 

令
和
６
年
１
月
25
日
（
木
） 

15
時
～
16
時 

◆
場 

所 

①
弘
前
大
学
医
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
２
階 

②
弘
前
大
学
医
学
部
附
属
病
院
１
階

脳
卒
中
・
心
臓
病
等
総
合
支
援
セ
ン
タ

ー
内
で
実
況
中
継 

③
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ⅿ
に
て
配
信 

◆
内 

容 

①
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
で
心
臓
病
の
再
発

を
予
防
し
よ
う 

15
時
～
15
時
15
分 ス

ラ
イ
ド
講
演 

15
時
15
分
～
15
時
30
分 

リ
ハ
ビ
リ
実
演 

講
師 

弘
前
大
学
医
学
部
付
属
病
院 

 
 

 

医
療
技
術
部 

 
 

 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
門 

 
 

 
理
学
療
法
士 

石
岡 

新
治 

※
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。 

②
個
別
相
談
会
（
希
望
者
の
み
） 

 

15
時
30
分
～
16
時 

◆
参
加
費 

 
 

無
料 

◆
定 

員 

①
弘
前
大
学
医
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
２
階 

１
０
０
名 

②
脳
卒
中
・
心
臓
病
等
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー 

10
名 

③
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ⅿ 

各
１
０
０
名  

◆
申
込
方
法 

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
第
４
回
県
民
公

開
講
座
」
か
ら 

②
２
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
内
登
録
フ
ォ

ー
ム
か
ら 

   
 ③

脳
卒
中
・
心
臓
病
等
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
内
申
込
Ｂ
Ｏ
Ⅹ
へ
投
函 

④
お
電
話
、
メ
ー
ル
に
て
申
し
込
み 

・
当
日
参
加
・
キ
ャ
ン
セ
ル
も
可
能 

□
問
合
せ
先 

弘
前
大
学
医
学
部
附
属
病
院 

 

脳
卒
中
・
心
臓
病
等
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー ℡ 

０
１
７
２-

39-

５
４
５
９ 

ﾒｰﾙ 
n
o
u
s
h
i
n
ce
n
t
e
r
@
h
ir
os
a
k
i
-

u
.
a
c
.
j
p 

放放
送送
大大
学学  

入入
学学
生生
募募
集集
のの
おお
知知
らら
せせ  

第第
４４
回回
青青
森森
県県  
  

県県
民民
公公
開開
講講
座座  
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つがる総合病院から特別の料金（選定療養費）の改定のお知らせ 
つがる総合病院（五所川原市）は、手術・処置や化学療法等を必要とする外来や、CT、MRI 検査等の

高額な医療機器・設備を必要とする外来（重点外来）を担っており、令和５年８月１日付けで、紹介患者

の診療を重点的に行う「紹介受診重点医療機関」として青森県から公表されました。 

これに伴い、次の□1 、□2 に該当する場合は、令和６年２月１日より下表の「特別の料金」をご負担い

ただくことになります。 

 □1  かかりつけの診療所等からの紹介状を持たずにつがる総合病院を受診する場合（初診） 

 □2  つがる総合病院で治療を行い、その後医師が他医療機関での治療の継続を勧めた際に、引き続き

当院での治療を希望される場合（再診） 

 

 

 

 

 

 

 

外来機能の役割分担を明瞭にすることで、外来時間の待ち時間の短縮につながり、患者さんが適切な検

査や治療をよりスムーズに受けられるようになることが期待されます。 
まずは普段通っている医療機関を受診して、専門的な検査・治療等が必要と判断された場合は、つがる

総合病院等の病院を紹介されるので、紹介状をご持参の上、受診いただくよう、ご理解ご協力をお願いい

たします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 詳細は、厚生労働省のホームページをご覧ください。 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000123022_00003.html 

□お問い合わせ先：つがる総合病院事務部医事課 TEL０１７３－３５－３１１１（代表） 

なお、他の医療機関からの紹介状を持参されない場合でも、以下の方は特別の料金をいただきません。 

⑩　その他、当院を直接受診する必要性が特に認められた患者

②　国の公費負担医療制度の受給対象者（生活保護受給者など）

③　今回受診する診療科は初めてでも、当院の他の診療科から院内紹介されて受診する患者

④　医科と歯科との間で院内紹介された患者

⑥　特定健康診査、がん検診等の結果により精密検査受診の指示を受けた患者

⑦　外来受診から継続して入院した患者

⑤　当院周辺で他に受診したい診療科を持つ医療機関がなく、当院が外来診療を実質的に担っている場合

①　救急車での搬送や、緊急な診療を必要とされる方

⑨　労働災害、公務災害、交通事故、自費診療の患者

⑧　災害により被害を受けた患者

令和６年１月３１日まで 令和６年２月１日から

医科 2,200円（税込） 7,700円(税込)

(初診) 歯科 2,200円（税込） 5,500円(税込)

医科 3,300円(税込)

(再診) 歯科 2,090円(税込)

○紹介状が無い場合の「特別の料金」について
区　分

医師が他医療機関での治療の

継続を勧めた際に、引き続き当

院での治療を希望される方

他医療機関からの紹介状をお

持ちでない方
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１ 

除雪車は、作業中１０ｍ以内に入ると「「死死角角」」になります。 
又、雪の中に入っている砕石、木材、ガラス等が飛散することがありますので、【３０ｍ以内】には

近寄らないでください。 
   除雪作業は、風向、道路条件、雪堤条件等で、「「右右側側走走行行作作業業」」もしますので、除雪車を見たら徐行

してください。  
尚、除雪車は作業中「「黄黄色色回回転転灯灯をを点点灯灯」」しております。 
 

２ 

除雪作業は、交通量の少ない「「夜夜間間及及びび早早朝朝」」作業が主となり、降雪、地吹雪中の作業のため、視界
も悪く非常に危険です。 

   特に、「「路路上上駐駐車車」」されている部分が除雪できなくなり、これが交通障害の原因となっている場合が
一番多いため、路上駐車は「「絶絶対対ししなないい」」でください。 

 

３   

  道路除雪は、原則として除雪車両で行います。 
したがって、工法上、道路脇に雪が溜まります。この雪は一定の量になれば排雪作業を行います。 

 

【【道道路路ににはは敷敷地地内内のの雪雪をを捨捨ててなないいよよううにに】】  【【除除雪雪後後のの玄玄関関前前のの雪雪処処理理はは、、ごご家家庭庭でで 

                                対対応応願願いいまますす。。】】  

               

４  

道路上での遊び大変危険です。絶対に止めましょう。 
 

５  

    除雪作業後は安全確保、事故防止のため、作業時以外は投雪溝のフタを確実に閉め、開けっ放しに
しないようお願いします。 

    
 

深浦町建設水道課                

電話 ７４－４４１３（建設係直通） 

安全作業について 

路上駐車について 

道路上の雪捨てについて 

子どもたちの遊びについて 

融雪溝の利用について 

除排雪作業について（お願い） 
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７７－３３１１

７７－２４８４

７６－２１５１

７６－３０９２

７４－２９０８

７４－２７４９

しらかみ十二湖(株)

三　浦　建　築

（株）脇川建設工業所

（株）三 浦 建 設

（株）石 　沢　 組

（株）青 森 舗 道

風 合 瀬 ・ 晴 山

田 野 沢

青い森國土保全協同組合

７７－２１６３

７４－３５５１

７４－２８５２

７７－３９８３

７６－３４２２

７６－２０４１

0173-26-3288

追 良 瀬 ・ 驫 木

松 原

岩 坂

〇除雪委託業者

○融雪剤散布委託業者

（有）小野滝建設

（株）小 　角　 組

（有）児 　玉　 組

（有）クマタカ建設

（有）山本水道設備

森 山

正 久

北 金 ヶ 沢

関

柳 田

（株）藤田建設工業所

舮 作 ・ 横 磯

深 浦

長 慶 平

東 野 ・ 広 戸

岩 崎 上 ・ 中

岩 崎 下

沢 辺

町直営

（有）小野滝建設

深 浦 地 区

大 戸 瀬 地 区

（株）青森舗道

（有）児玉組

（株）石沢組、(有)山本水道設備、町直営

〇委託業者の電話番号

（株）ホ  リ  エ  イ

（株）脇川建設工業所、（有）小野滝建設 （株）藤田建設工業所

（株）脇川建設工業所、（有）小野滝建設 （株）藤田建設工業所

（株）藤田建設工業所

西北地域県民局地域整備部 鯵ヶ沢道路河川事業所担当区、（株）藤田建設工業所、町直営

三浦建築岩 崎 地 区

７７－２１０２

（株）石沢組、(有)山本水道設備

（株）三浦建設

（有）小野滝建設

（有）クマタカ建設、青い森國土保全協同組合

（株）ホリエイ、（有）クマタカ建設、青い森國土保全協同組合

（株）ホリエイ、（有）クマタカ建設、青い森國土保全協同組合

青い森國土保全協同組合

（有）児玉組

（株）小角組、（株）青森舗道、町直営

（有）クマタカ建設

（有）クマタカ建設

（有）クマタカ建設、しらかみ十二湖(株)

（有）クマタカ建設

委　 　託　　 業　 　者

本年度の各地区における除雪委託業者は、次のとおりです。

地　　　区

大 間 越

黒 崎

松 神
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 一人暮らし高齢者等で除排雪作業ができずお困りの場合は、お近くの「工匠会」会員にご相

談ください。 

 

◆除排雪料金（１時間当たり） 

    作業員     １人  ２，０００円 

    ２ｔトラック  １台  ４，０００円 

 

◆請負業者（工匠会会員） 

地 区 名 業 者 名 電話番号 ＦＡＸ 

岩   坂 ハタチヤハウス ７６－２７９０ ７６－３５５２ 

柳   田 (有)伊東工務店 ７６－３５１３ ７６－３５１３ 

北金ヶ沢・関 稲見塗装店 ７６－３０６４ ７６－３０７４ 

驫   木 (有)匠工業 ７４－３４４４ ７４－４３３３ 

深   浦 

(有)佐藤工務店 ７４－２２５７ ７４－２５９２ 

寺沢工務店 ７４－２８０４ ７４－３７８０ 

宮本建設 ７４－３１１７ ７４－３１１７ 

(株)工建みかみ ７４－３５３１ ７４－２７４０ 

鳴海建築 ７４－２３４１ ７４－４５６７ 

(株)小野建築 ７４－４６３５ ７４－４６３６ 

岩 崎 上 (株)ホリエイ ７７－２１０２ ７７－２４５０ 

正   久 (有)クマタカ建設 ７７－２１６３ ７７－３１２０ 

黒   崎 (有)岩本鉄工 ７８－２６１６ ７８－２６１１ 

 

□問合せ先  

  福祉課 TEL ７４－２１１７ 

 

有有料料除除排排雪雪業業者者ののおお知知ららせせ  

  
有料求人広告 
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ご相談ください  在宅で医療・介護を受けるには   

    ～～ああななたたもも利利用用ででききるる訪訪問問看看護護～～ 

Q１：訪問看護とは何？ 

A１：看護師がお宅に訪問して、その方の病気や障がいに応じた看護を行うことです。健康状態

の悪化予防や、回復に向けて 24 時間 365 日在宅療養者を支援します。 

主治医の指示を受け、病院と同じような医療処置も行います。自宅で最期を迎えたいという

希望に沿った看護も行います。 

 

Q２：どんな人が訪問看護を利用できますか？ 

A２：疾病・障がいを持ち療養しながらご家庭で生活されている方。ご本人だけでなく支えてい

るご家族もサポートします。 

 

Q３：具体的なサービス内容は？  

A３：医師の訪問看護指示書が必要になります。内容は下記のとおりです。 

 

 

<問合せ先> 

  深浦町地域包括支援センター  ０１７３－７４－４４２１ 

  深浦町訪問看護ステーション   ０１７３－８２－０１４５ 

 

 

１．健康状態の観察    ２．療養生活のお世話 

清拭、手浴、足浴、口腔ケア 

４．認知症、精神疾患の看護 

●利用者と家族の相談 

●対応方法の助言 

●薬の管理 

      

５. 終末期（ターミナル）の看護 

がん末期や終末期を自宅で過ごせるよう

に支援 

 

６．在宅でのリハビリテーション 

●拘縮予防、維持 

●筋力低下予防、維持 

 

７．介護者の支援 

●介護方法の助言 

●不安やストレスの相談 

●社会資源の相談・他機関との連携 

３．医療処置・医療機器管理 

●点滴、注射、血糖測定、インシュリン注

射 

●カテーテル管理（胃ろうチューブ、膀

胱カテーテルなど） 

●排泄管理（自己導尿、人工肛門、人工膀

胱、浣腸、摘便） 

●在宅酸素 

●床ずれ処置、予防指導 
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□提出書類 
 ①深浦町文化賞及びスポーツ賞候補推薦書（次ページ参照） 
 ②他に功績のわかる資料 （賞状・記録・大会要項・記事等）の写し   
□提出期限 

令令和和６６年年１１月月１１００日日（（金金））必必着着    
□提 出 先 
〒０３８－２３２４ 深浦町大字深浦字苗代沢８４番地２ 

深浦町教育委員会 教育課 社会教育係   
□表彰区分 
【【文文化化功功労労賞賞】】【【ススポポーーツツ功功労労賞賞】】  

①原則として６０歳以上で、指導歴等が１０年以上あり深浦町の文化又はスポーツ振興に尽くし、そ

の功績が特に優れていると認められるもの 
  
【【特特別別文文化化賞賞】】【【特特別別ススポポーーツツ賞賞】】  

 ①公的機関の主催する全国規模の発表会又は大会等において、１位～３位相当の表彰を受けたもの 
  
【【文文化化賞賞】】【【ススポポーーツツ賞賞】】    

①公的機関の主催する全県規模の発表会又は大会等において、最高賞を受賞又は優勝したもの 

 ②全県規模の発表会又は大会等を経て、東北地区にあっては２位以内、全国にあっては優秀な成績を

収めたもの 
    
【【文文化化奨奨励励賞賞】】【【ススポポーーツツ奨奨励励賞賞】】  

①全県規模の発表会又は大会等において、第２位～第３位相当の成績を収めたもの 

②全県規模の大会等に連続して１０回以上出場し、町のスポーツ振興に寄与したもの 
    
【【ジジュュニニアアススポポーーツツ賞賞】】  

①小学生以下の児童で公的機関の主催する全県規模の大会等において優勝したもの  

②小学生以下の児童で全県規模の大会等を経て、東北地区にあっては２位以内、全国にあっては優秀

な成績を収めたもの 
  
【【ジジュュニニアアススポポーーツツ奨奨励励賞賞】】  

①小学生以下の児童で全県規模の大会等において、優秀な成績を収めたもの  
 
【【指指導導者者賞賞】】  

 ①団体及び個人に対し１０年以上の指導歴があり、育成・指導により町の文化及びスポーツ振興に尽

くした成績が優れていると認められるもの 

 ②指導期間が１０年未満であっても、指導した成果が公的機関の主催する全県規模以上の発表会又は

大会等で優れた評価を受けたもの 
 
 
 
□表彰の対象となる期間 

 令和５年１月１日～令和５年１２月３１日まで    
□選考方法 
表彰審査会を経て決定し、後日受賞者へ通知します   

□問合せ先 
 深浦町教育委員会 教育課 社会教育係 
 ＴＥＬ：０１７３－７４－４４１９（直通）／ＦＡＸ：０１７３－７４－３０５０

令令和和５５年年深深浦浦町町文文化化賞賞及及びびススポポーーツツ賞賞候候補補者者のの推推薦薦をを以以下下ののととおおりり受受付付けけまますす  



  

 

広報ふかうら（お知らせ版）⑪ 

令令和和５５年年深深浦浦町町文文化化賞賞及及びびススポポーーツツ賞賞候候補補推推薦薦書書  
ふ り が な  性 別 男・女 満年齢 歳  カ月 

氏 名 （ 団 体 名 ）  生 年 月 日 年   月   日 

区 分 ・ 競 技 種 目  

現 住 所  

本 籍 地  

職 業 又 は 学 校 名 等 
（学生の場合は学年を記入してください。） 

 

そ の 他 の 役 職 名 
（文化・スポーツ関係）  

過 去 の 被 表 彰 歴 

受 賞 年 表彰団体及び名称 受 賞 内 容 
   

   
上記の者は深浦町文化賞及びスポーツ賞の表彰規定        賞（①・②）に該当 
するものと認めますので推薦いたします。 

 
令和  年   月   日 
 
推 薦 者        住  所                      
 
             氏  名                      
 

【【功功  績績  のの  内内  容容】】  
（大会名等及び成績・活動、指導歴等） 

※※団団体体のの場場合合はは選選手手名名（（ふふりりががなな含含

むむ））をを記記入入ししててくくだだささいい。。  
  
※※参参考考資資料料（（新新聞聞・・表表彰彰状状等等・・大大会会要要

項項））のの写写ししをを添添付付ししててくくだだささいい。。  
  
※※参参加加人人数数、、大大会会規規模模ががわわかかるるよよううでで

ききるるだだけけ具具体体的的にに記記入入ししててくくだだささいい。。  

（功績内容記入欄） 

※本籍地等不明な場合は、記入不要。 



 

 

広報ふかうら（お知らせ版）⑫ 

  
 
 

 
大学等を卒業した若者(就職時３５歳未満)が、６年間青森県内に住み、サポート

企業で働き続けたとき、奨学金の返還を県と企業等とで支援する制度です。 
※ 若者・企業等ともに事前登録が必要です。（登録無料） 

〇〇支支援援額額(企業・県が1 / 2ずつ負担） 

※返還総額・残額の1/2が上限     

  

  

〇〇登登録録かからら支支援援ままででのの流流れれ（2025年 4月採用の例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※2023年度採用分の登録受付は2023年12月28日までです。 

 

              「「ああおおももりり奨奨学学金金ササポポーートトササイイトト」」  

               https://www.aomori-life.jp/syogakukin 

 

▷ 問い合わせ 県地域活力振興課 ☎017-734-9174 

 
  

学校区分 
１人当たり支援額 

（企業が設定） 
 

大学等 
150万円、100万円、 
60万円 のいずれか 

 

短大等 
75万円、50万円、 
30万円 のいずれか 

詳しくは公式サイトで 

あおもり若者定着奨学金返還支援制度のお知らせ 
～2023 ・2024・2025 年度就職予定者の登録受付中～ 

・企業等は、公式サイトから対象年度の支援額・支援者数、自社ＰＲ等を登録してください。 
・就職予定の方も、公式サイトから内定前に登録してください。採用活動を経て、サポート企業に 
 就職し、県内に居住した後、県が「支援候補者」として認定します。 

〇〇対対象象者者  

・大学・短大等の卒業者で、採用時に３５歳未満 

の方 

・青森県内で正規雇用されていない方 

・「日本学生支援機構」、「青森県育英奨学会」 

の奨学金利用者 

※県外にお住まいの方が、年度中途に就職する場 

合も対象となります。 

〇〇対対象象企企業業等等（（ササポポーートト企企業業））  

・県内企業または勤務地を県内に限定した採用を 

行う県外企業（法人、団体、個人事業主） 




